
 

事  務  連  絡                                       

令和６年８月１日 

 

各 区 長 様 

 

                   三木市立総合隣保館長 

 

 

「隣保館だより」の回覧について(依頼) 

 

晩夏の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜

び申しあげます。 

日頃は、隣保館事業の推進につきまして格別のご理解ご協力を賜

り、厚くお礼申しあげます。 

さて、「隣保館だより」の全戸回覧について、お忙しいところお

手数をおかけしますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 送 付 物  隣保館だより ８月号 

 

２ 送付部数  回覧部数分 

 

３ 連 絡 先  三木市志染町吉田８２３ 

         三木市立総合隣保館 

         ℡ ８２－８３８８ 担当：澤田、大坪、橘田 

 

 



回 覧                       
 

          

          

          

 

各 位 

 

                三木市立総合隣保館長 

 

             

「隣保館だより」の回覧について(ご案内) 

 

晩夏の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこ

ととお喜び申しあげます。  

日頃は、隣保館事業の推進につきまして格別のご理解ご

協力を賜り、厚くお礼申しあげます。  

さて、別添のとおり「隣保館だより」をお届けいたしますの

で、ご一読くださいますようお願い申しあげます。 

 

 

【お問い合わせ先】     三木市志染町吉田８２３ 

            三木市立総合隣保館 

              ℡ ８２－８３８８ 
 



ホームページ URL 
https//www.city.  
miki.lg.jp/site/sou 
gourinpokan/ 

ひろがれ じんけんネットワーク 

三 木 市 人 権 啓 発 紙 

隣 保 館 だ よ り 

R  I  N  P  O  K  A  N      D  A  Y  O  R  I 
 

8 月は人権尊重のまちづくり推進強調月間です 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8 月１７日(土)13:15～ 
三木市文化会館大ホール 

第 1 部 作文・標語・ポスター優秀賞受賞者 
表彰式、作文朗読 

第 2 部 講 演 「僕達にはキラキラする義務などない」 
講 師 山田ルイ 53 世 

同時開催 14:30～文化会館小ホール 
バリアフリー映画会（三同教主催） 
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✤
「
隣
保
館
だ
よ
り
」
は
、
市
民
の
皆
様
に
総
合
隣
保
館
の
活
動
や
人
権
尊
重
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
よ
う
な
情
報
を
お
届
け
す
る
啓
発
紙
で
す
。 

✤ 

次
ペ
ー
ジ
「
人
権
の
小
窓
」
は
、
「
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
む
け
て
～
三
木
市
人
権
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
～
」
で
、
最
新
の
調
査
結
果
か
ら
人
権
問
題
に
係
る
課
題
に
つ
い

て
考
察
し
ま
す
。 

 
生涯自分の足で動ける体を目指して、歩くことを基本とするエアロビクス講座で

す。毎回 4 種類ほどの動きをその場でお伝えし、みんなで踊ります。踊れなくてもオ

ッケー！立つこと、歩くことを主軸に、音楽に合わせて動いてみませんか。飛び入り参

加も大歓迎です。                                 講師  寺坂 恵美子 

入場無料

です！ 

隣保館主催「エアロビクス教室」の活動日時は、毎月第２、第４月曜

日、14:30～15:30 です。楽しくリズムに乗って体を動かし、心も体もリフ

レッシュ！受講者のみなさんのさわやかな汗が光ります。 
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人権の小窓（２６7） 

 
 
 
  

令和 5 年 11 月、三木市が 18 歳以上の市民

3,000人を対象に実施した「三木市人権に関する

市民意識調査」（有効回答数 1,04８人）の結果

から、三木市における人権に係る課題について考

えたいと思います。 

 
１ 人権などに対する考え方について 

まず、「次のような意見についてあなたはどう思

いますか」という設問に「１ そう思う ２ どちらかと

言えばそう思う ３ どちらかと言えばそう思わない 

４ そう思わない ５ わからない」 の 5 つから 1 つ

選んで答えてもらった結果を示します。 

この問いに対して、全体の回答結果は下図のよう

になりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この設問では、「そう思う」、「どちらかといえばそ

う思う」の回答の割合が、前回（平成 28 年）の同 

調査と比べて３.１ポイント増加していることが分か

ります。 

 年代別で見ると、特に 20 歳代以下の若い世代

において、下図のように半数以上が、「そう思う」も

しくは「どちらかといえばそう思う」と考えていると 

いう結果が示されており、若者が多数派の意見に

流されやすいという傾向にあることが分かります。 

 

 

 

 

 

という問いに対する年代別の結果を以下に紹介しま

す。 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

この設問では、若い世代になるほど、刑を終えて

出所した人の社会復帰を危険視する傾向が見て

取れます。 

他の多くの設問では「年齢が若いほど人権意

識が高くなる」という傾向がありますが、必ずしもそ

れが当てはまらないということが分かります。 

次代を担う若い世代にむけて 
～市民意識調査の結果から～ 

三木市人権推進課 
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設問① 大勢の人の考えにあわせたほうが無難だ 

設問② 犯罪がなく安心に暮らすため、刑を終え
た人の社会復帰を安易にさせないほうがよい 

       
  

        
そう思う                どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない  そう思わない 

わからない                無回答 



２ 住民学習会への参加率について 
続いて世代別の住民学習会への参加率を見て

みましょう。 

 
 
 

 
 

  この設問では、若い世代になるほど、住民学習

会への参加率が低いことが如実に表れています。 

 さらに、参加しなかった理由についても調査したと

ころ、「いつあるか知らない」が 34.2％と最も多く、

「忙しくて時間がない」が 33.2％、「興味・関心が

ない」が 23.3%と続いています。 

３ 若い世代の皆さんへ 

現代社会では、インターネットをはじめ、さまざま

なメディアから大量の情報が発信され、私たちを取

り巻いています。その情報の中には、役に立つもの

や、楽しませてくれるものだけでなく、残念ながら差

別的な主張も多く含まれているのが現状です。 

 過激でおもしろおかしい表現方法で私たちの気

を引こうとする差別的な情報に触れたとき、私たち

は正しく判断し、正しい行動がとれるでしょうか。 

 大量の情報になんとなく流され、無意識のうちに

他人を傷つける発言や行動をとっていないでしょう

か。また、誤った情報を鵜呑みにし、誤った正義感

から、差別的な情報を拡散していないでしょうか。 

 正しい知識を身につけるためには、住民学習によ

る経験や学びが非常に有効です。 

 住民学習会は、各自治会が中心となって工夫を

凝らし、地域の皆さんとともに考え、話し合う学習

会です。市長から委嘱された 193 名の社会教育

推進員さんを中心に、各地域の公民館等で住民

学習会が実施されています。 

主な内容としては、兵庫県人権啓発協会が毎年

作成している人権啓発ビデオなどを視聴し、感想

を話し合ったり、グループに分かれてイラストを見

ながら人権について話し合う参加体験型学習を取

り入れたりして実施されています。 

ちなみに、本年度主に使用する県の人権啓発ビ

デオは、「大切なひと」というタイトルで、インターネ

ットを多く活用している若者が、部落差別の不当性

に対する理解なしに、偏見的な情報に触れて、それ

が差別であることに気付かず、ＳＮＳなどで他人に

偏見的な情報を拡散してしまうという内容です。イ

ンターネット上の差別問題をテーマにしたもので、

若年層の方にも自分の問題としてぜひ視聴してい

ただきたい内容となっています。 

住民学習会は、皆さんの地域でも 7 月を皮切り

に順次開催されますので、積極的に参加するよう

にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（住民学習会の様子） 
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視察研修 参加者募集 
 

１ 趣 旨 隣保館利用者等の人権意識の高
揚を図るために、人権にかかわる施
設等を視察するとともに、参加者の
相互交流を促進する。 

２ 開催日  
       午前８時１５分集合市役所北玄関前 

午後５時帰着予定 
３ 視察先 大阪府堺市 

 ①堺市立人権ふれあいセンター 

②堺市役所展望ロビー 
４ 定  員 ２０人(定員を超えた場合は抽選) 
５ 参加費 ３，０００円(当日徴収) 
６ 参加方法 ９月２０日(金)までに電話、FAX な
どで総合隣保館(TEL82-8388)に申し込んで
ください。 

  
  

 

 

日 曜 催し・講座など 日 曜 催し・講座など 

１ 木  17 土 
書を楽しむきらきら教室 13:00～ 

市民じんけんの集い 

2 金 経営・職業相談 10:00～ 
人権相談 13:00～（緑が丘町公民館） 

18 日  
 

3 土  19 月  

４ 日  20 火 経営・職業相談 10:00～ 

５ 月 経営・職業相談 10:00～ 21 水  

６ 火 広島平和記念日 22 木 
手芸サークル 13:30～茶道教室 13:00～ 
 

７ 水  23 金 
経営・職業相談 10:00～ 
奴隷貿易とその廃止を祈念する国際デー 

８ 木 
人権相談 13:00～（吉川支所） 
手芸サークル 13:30～ 

24 土 茶道教室 13:00～ 

９ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
ながさき平和の日 
世界の先住民の国際デー 

25 日 
 
 

1０ 土  26 月 エアロビクス講座 14:30～15:30 

1１ 日 山の日 

27 火 経営・職業相談 10:00～ 
1２ 月 

振替休日 
国際青少年デー 

1３ 火  28 水  

14 水  29 木  

15 木 
人権相談 13:00～（三木市役所） 
戦没者を追悼し平和を祈念する日 30 金 経営・職業相談 10:00～ 

16 金 経営・職業相談 10:00～ 31 土  

 

人権啓発紙「隣保館だより」８月号 
令和６年８月１日発行（毎月 1 日発行） 

三木市市民生活部 人権推進課編集 

〒673-0501 三木市志染町吉田 823 

三木市立総合隣保館 TEL ０７９４－82-8388 

FAX 82-8658 E-mail：ｊinken@city.miki.lg.jp 

 

～感じた時がシャッターチャンス～ 
１ 2024 年度募集テーマ  

  「大切な『人』『もの』『こと』」 
 （例）・大切だと思える家族や知り合い・最近 

夢中になっている活動や趣味など               

２ 応募期間                 詳しくは↓ 

 

じんけんフォト＆メッセージコンテスト募集中 

７月１日～10 月 31 日       

   （メールでの応募は 

   10 月 15 日締切） 
 

mailto:inken@city.miki.lg.jp


( 公 印 省 略 ) 
                  三 人 第 ７ ２ 号 

令和６年８月１日 
 

各 区 長  様 
 
 

男女共同参画センター所長 藤田  英子  
 
 

情報誌「こらぼーよ  第６９号２０２４・夏」について  
（依頼）  

 
晩夏の候、貴職にはますますご清栄のこととお喜び申し上

げます。  
日頃は、まちづくり地域活動の振興について、格別のご理

解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。  
さて、別添のとおり三木市男女共同参画センター情報誌「こ

らぼーよ  第６９号２０２４・夏」をお届けいたします。  
つきましては、誠に恐縮に存じますが、貴地区での回覧を

お願い申し上げます。  
  

記  
 
１ 送付物    ・三木市男女共同参画センター情報誌  

「こらぼーよ 第６９号２０２４・夏」 
 
２ お届けの枚数  各地区の回覧枚数  
 
 
 

【担当課】市民生活部  人権推進課  
男女共同参画センター  
（三木市立教育センター内）  
℡：８９－２３３１  
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厚 生 労働 省 の 発 表 に よ る と 、2023 年

の 年 間 出 生 数 は 72 万 7277 人 と 、 過

去 最 少 記 録 を 8 年 連 続 で 更 新 中 だ と か 。

2016 年 に 初め て 出 生 数 が 100 万 人 を

割 り 込 ん で か ら 、 た っ た 7 年 で 2 割 以

上 の 落 ち 込 み が あ っ た こ と に な り ま す 。 

少 子 化は 加 速 し て お り 、今 後 ま す ま す

労 働 力 人 口 が 減 少 し て い く こ と が 予 想

さ れ る こ と か ら「 人 材 を 募 集 し て も 人 が

集 ま ら な い 」と い っ た 状 況 が さ ら に 深 刻

化 す る 恐 れ が あ り ま す 。定 年 延 長 の 導 入

な ど 、企 業 も さ ま ざ ま な 方 針 を 打 ち 出 し

て い ま す が 、将 来 的 な 労 働 力 を 確 保 す る

た め に は 、「 若 者 に 選 ば れ る 企 業 」に な

る た め の 施 策 が 喫 緊 の 課 題 で は な い で

し ょ う か 。  

就 職 先を 決 め る 際 、企 業 に 対 す る「 安

定 性 」や「 成 長 性 」を 求 め る 意 見 も あ り

ま す が 、昨今 、若 者 は「 ワ ー ク ラ イ フ バ

ラ ン ス 」を 重 視 し て お り 、育 児 休 業 が 取

得 し や す く 、本 人や 家 族 の 病 気 、親 の 介

護 な ど に も 対 応 で き る「 誰 も が 働 き や す

い 職 場 」 を 求 め る 傾 向 が あ る よ う で す 。 

誰 も が働 き や す い 職 場 と し て 、「 く る

み ん 」や「 え る ぼ し 」な ど に 認 定 さ れ て

い る 企 業 に 注 目 し て い る 若 者 た ち が い

る そ う で す が 、皆 さ ん は こ れ ら の 制 度 を

ご 存 じ で し ょ う か 。  

「 く る み ん 」は 、「 子 育 て サ ポ ー ト 企 業 」

と し て 一 定 の 認 定 基 準 を 満 た し た 企 業

に 与 え ら れ ま す 。  

一 方 、「 え る ぼ し 」と は 、女 性 活 躍 推

進 法 に 基 づ い て 、女 性の 活 躍 を 推 進 し て

い る 企 業 が 取 得 で き ま す 。ど ち ら も 厚 生

労 働 大 臣 か ら 与 え ら れ る 認 定 で、人 材 の

確 保 や 定 着 の ほ か 、社員 の モ チ ベ ー シ ョ

ン の 向 上 な ど が 期 待 で き る 制 度で す 。大

企 業 だ け で は な く 中 小 企 業 の 認 定 取 得

も 多 く 、若 者 が 就 職 先を 決 め る 際 の 基 準

の 一 つ に も な っ て い る そ う で す。  
近 年 は 男 性 も「 育 休 の 取 り や す さ 」を

気 に し て い る こ と か ら 、女 性 だ け で は な

く 、 男 性 も 注 目 し て い る 制 度 なの で す 。 

ま た 、兵 庫 県 独 自 の 制 度 と し て 、「 ミ

モ ザ 企 業（ ひ ょ う ご・こ う べ 女 性 活 躍 推

進 企 業 ）認 定制 度 」とい わ れ る も の も あ

り ま す 。こ れ は 県 内 企業 の 女 性 活 躍 を 促

進 す る た め  、「 企 業 の 取 組 姿 勢 」「 キ ャ

リ ア 形 成 支 援 」「 女 性 の 登 用 促 進 」「 女

性 の 定 着 促 進 」な ど から 認 定 さ れ る 制 度

で す 。「 く る み ん 」や「 え る ぼ し 」に 比

べ て 認 定 が 取 得 し や す く 、県 内 の 入 札 参

加 資 格 で 加 点 対 象 に な る な ど 企 業 に と

っ て の メ リ ッ ト も あ り 、三 木 市 に も「 ミ

モ ザ 企 業 」 に 認 定 さ れ た 企 業 が あ り ま

す 。  

こ う い っ た 認 定 を 取 得 す る こと で 、厳

し い 少 子 化 時 代 で あ っ て も「 こ ん な 企 業

に 就 職 し た い ！ 」と 、若 者 に 選 ば れ る 企

業 に な る 可 能 性 が あ る の で は な い で し

ょ う か 。こ れら の 認 定 は 、女 性 だ け で は

な く 従 業 員 す べ て が 働 き や す い 職 場 環

境 に つ な が る 取 組 で 、企 業 イ メ ー ジ や 従

業 員 の 満 足 度 を 上 げ る こ と に も つ な が

り ま す 。 三 木 市 の 企 業 （ 管 理 部門 ） も 、

ぜ ひ こ れ ら の 認 定 の 取 得 に チ ャ レ ン ジ

し て ほ し い で す 。   （ 編 集 委員 ： O） 

少子化時代～若者に選ばれる企業になるには～ 

「くるみん」「えるぼし」の認 定 マーク 



 

 

 

 
 

「ジェンダーレンズ」という言葉を聞いたことがありますか？ 

「ジェンダーレンズ」とは、性別の違いによって生まれている、日常生活(政治・

経済・教育他)における不当な格差や差別をなくすため、ジェンダーを意識したレン

ズを通して見ようという考え方です。皆さんは、ふとジェンダーの不平等を身近に感

じることがないでしょうか？ 

先日、家族が結婚をしました。婚姻届の提出にあたり、職場での名前をどうするか

等々、生活に関するあらゆる手続きに翻弄されていました。戸籍を変える際に、ふと

疑問が生じたようです。特にこだわりがなかったのですが、お互いにとって良い方法

は何か、人生の先輩方に相談したようです。その中で、「一般的に男性の姓を名乗る

ことが多いようですが、現在はどちらでも良いと思います。」というような曖昧な答

えに、後味の悪い感覚が残ったようです。 

日本では結婚すると、夫の姓か妻の姓のどちらかを選ぶことができます。しかし、

明治時代の名残で、今でも結婚すると大半の妻が夫の姓を名乗っており＊、なんとな

くそれが当たり前な風潮になっています。 

ジェンダーの視点を持ち合わせていないと、平等に選択肢が与

えられない、または、与えられていても、気づかないことが多い

のではないでしょうか。しかもこの不平等に気づく視点は急に養

えることではありません。なぜなら、子どもの頃からどのような

教育を受け、どのような環境で育ってきたかが影響するからで

す。 

しかし、日々些細なことでも「ジェンダーレンズ」を通して見

るようにすることにより、ジェンダーの視点を養うことは可能で

す。それは今後の個々の人生に大きく影響し、公正平等な社会の

実現につながるのではないでしょうか。 

今日からあなたもジェンダーレンズを意識してみませんか？ 

                    （編集委員：Ｔ） 

 

        今 後 の男 女 共 同 参 画 センター主 催 の講 座  ※ 要 ：事 前 申 込   

テ ー マ  講   師  日   時  会  場  

持 続 可 能 な ま ち づ く り  
〜誰もが住んで良かったと思えるまちに〜  

中 村  和 子 さ ん  8 ⽉ 9 日 （ ⾦ ）  
10:00〜 11:30 ⾃ 由 が 丘 公 ⺠ 館  

家 庭 の 防 災  
み ん な の 不 安 と 対 策 を 教 え て  
不 安 な こ と っ て 何 で し ょ う ︖  

松 尾  や よ い さ ん  8 ⽉ 18 日 （ 日 ）  
13:00〜 15:00 

市 ⺠ 活 動 セ ン タ ー  
中 会 議 室  

⼈ ⽣ 100 年 時 代  
 多 様 化 す る ⾃ 治 会 の あ り 方  小 川  真 知 子 さ ん  8 ⽉ 29 日 （ 木 ）  

13:30〜 15:00 志 染 町 公 ⺠ 館  

⼈ ⽣ 100 年 時 代  
 多 様 化 す る ⾃ 治 会 の あ り 方  小 川  真 知 子 さ ん  10 ⽉ 9 日 （ 水 ）  

10:00〜 11:30 ⼝ 吉 川 町 公 ⺠ 館  

男 ⼥ に 学 ぼ う 防 災  ⻫ 藤  容 子 さ ん  10 ⽉ 10 日 （ 木 ）  
10:00〜 11:30 細 川 町 公 ⺠ 館  

三 木 市 の 防 災  
「 私 た ち の 町 は ⼤ 丈 夫 ︖ 」  三木市危機管理課職員 10 ⽉ 27 日 （ 日 ）  

13:00〜 15:00 緑 が 丘 町 公 ⺠ 館  

 

＊ 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」 2022 年 調 査 で は 夫 の姓 を 選 ん だ 夫 婦 は 全 体 の 95％ で す 。  

「ジェンダーレンズで何が見える？」 
 



 

 

私たちの暮らす地域には男性、⼥性、⾚ちゃんからお年寄り、健康な⼈や病気の⼈、障がいの
ある⼈、障がいのない⼈、家族を介護している⼈、介護されている⼈などなど、さまざまな⼈が
暮らしています。 

さまざまな⼈々が暮らす地域で誰もが住みやすくな
るためには、何が必要でしょう︖地域が安全なこと、普
段の暮らしだけでなく災害に対しても安心なこと、⽣活
に必要な物が手に入ったり、困ったときに相談できる場
所や相手があること・居ることに加えて、教育や医療、
介護などのサービスが利⽤できることなどでしょうか。 

私たちの暮らしている地域の現状はどうでしょう。 
少子⾼齢化が進んでいる、働く⼥性が増えた、など地域の現状により必要なことも違います。 

これからも私たちの地域が誰もが住みやすい地域であり続けるには、地域で暮らす一⼈ひとり
の意⾒を尊重することが必要になります。先ずはそのために普段の⽣活で男性と⼥性がお互いを
尊重し協⼒し合える関係を作ることが第一歩です。次に地域で何か決め事をする 「意思決定の場」
に性別に関わらず多様な⼈が参加することで、さまざまな視点で問題を考えることができます。 

私たちの地域が、誰もが暮らしやすく、誰もが活躍できるまちになると良いですね。 

                                  （編集委員︓I） 

 

 
いざ災害が起きたとき、女性や子どものニーズに気づくためには、女性の視点が不可欠です。平常時からさまざまなシ

ミュレーションを通じて準備しておくことで、避難生活での困りごとをひとつでも減らすことができるかもしれません。 

そこで、今年度の「みきウィメンズすてっぷあっぷ塾」（※）は「女性の視点から考える防災」をテーマに開催します。 

 講座では、家庭での備えを防災ビンゴで確認したり、実際に100円ショップを訪れて防災グッズを探したりと、楽し

く学べる内容が満載です。さらには、年度末に学びの集大成となるフェスティバルの開催を予定しています。 

この機会に「みきウィメンズすてっぷあっぷ塾」に参加し、楽しく学び、自分の家族、身近な友人、そして地域を守る

ために学びませんか？詳細は二次元コードからアクセスして確認してください。 
（※）みきウィメンズすてっぷあっぷ塾とは  

「女性の可能性を広げる一歩を踏み出そう！」というコンセプトで開催する連続講座です。 
 

防災 × 女性 

楽しく学ぶ！守る！地域を変える！ 

近年、各地で⼤きな災害が多発しています。「遠く
の親戚より、近くの他⼈」という⾔葉がありますが、
有事にはまさにその⾔葉どおり、地域住⺠の「共助」
がとても⼤切になります。個⼈主義、⼈材不⾜、さま
ざまな理由で⾃治会の運営がむずかしい時代です
が、普段からの「声掛け」「挨拶」など、ちょっとし
たことが地域のつながりを強化し、有事への備えに
なり、活気のある地域社会づくりにも役⽴ちます。 

       （編集委員︓Ｇ） 

編集後記 
ホームページからも 

ご覧いただけます 

三木市福井 1933-12 教育センター3 階 

TEL：0794-89-2331 FAX：0794-82-8120 

開館日時：月曜～金曜 9 時～17 時（祝日を除く） 

三木市男女共同参画センター 
愛称：こらぼーよ 

「誰もが住みやすい地域をつくるには」 

みきウィメンズすてっぷあっぷ塾 塾生募集！ 



（ 公 印 省 略 ） 

三社協第１５８号 

令和６年８月１日 

各 区 長 様 

三木市社会福祉協議会 

会長 植 田 吉 則 

 

 

「令和５年度三木市社会福祉協議会活動報告」回覧の 

ご協力について（ご依頼） 

 

 

 晩夏の候、区長様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申

しあげます。 

平素は、本会事業につきましてご理解、ご協力をいただき厚くお礼申

しあげます。 

さてこのたび、本会の一年間の活動について会員の皆様方にご周知い

ただきたく、社協活動報告を作成いたしました。特に皆様方にご協力い

ただいております社協会費、善意募金、赤い羽根共同募金を活用させて

いただき実施しています地域福祉の取組についてご報告をさせていただ

ければと存じます。 

 つきましては、お手数をおかけいたしますが、貴自治会において回覧

により啓発のご協力をいただきたくお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

三木市社会福祉協議会 

三木市大塚１－６－４０ 

（三木市総合保健福祉センター２階） 

電話（０７９４）８２－４０４３ 










